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神戸． 
91)  赤井卓也，八田稔久，島田ひろき，黒田 敏．脳脊髄液循環動態の解明－金粒子の移動－．第 10 回日本水頭症脳脊
髄液学会学術集会；2017 Nov 19；東京． 
92)  秋岡直樹，桑山直也，柏崎大奈，黒田 敏．硬膜動静脈瘻に対する Onyx による塞栓術：適切な症例選択と塞栓術
の tips．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
93)  秋岡直樹，野口 京，柏崎大奈，桑山直也，黒田 敏．Pipeline stent 留置後脳動脈瘤血栓化評価における非造影 ASL 
4D-MRA の有用性．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
94)  加茂徹大，秋岡直樹，柏崎大奈，高 正圭，桑山直也，黒田 敏．頚動脈狭窄症の包括的治療戦略「越中八策」の
治療成績．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
95)  柏崎大奈，秋岡直樹，内野晴登，桑山直也，黒田 敏．内頚動脈狭窄症の positive remodeling は，頚動脈ステント留
置術の虚血性合併症の危険因子である．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東
京． 
96)  津村貢太朗，秋岡直樹，黒田 敏，桑山直也．頭蓋内動脈狭窄症に対する Wingspan stent 21 例の使用経験．第 33 回
NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
97)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀 聡，堀江幸男，古井英介，黒田 敏．発生
学的に異なる横静脈洞と S 状静脈洞における硬膜動静脈瘻病変の特徴－横・S 状静脈洞病変として一括してもよい
のか－．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
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98)  岡本宗司，久保道也，堀 聡，梅村公子，堀恵美子，柴田 孝，古井英介，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．耐糖
能異常と頸動脈狭窄症．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
99)  山本博道，桑山直也，宮島 謙，栗本昌紀，黒田 敏．ステント併用コイル塞栓術が有効であった仮性動脈瘤の 2
例．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2017 Nov 23-25；東京． 
 
◆ その他 
1)  Akioka N, Kuwayama N, Kubo M, Kuroda S. Basic techniques of the catheter manipulation. 3rd Winter Seminar on 
Cerebrovascular Diseases; 2017 Jun 30-Feb 2; Nagoya. 
2)  Akioka N, Kuwayama N. Dural arteriovenous fistula. 13th International conference on Cerebrovascular Surgery; 2017 Oct 27; 
Nagoya. 
3)  永井正一，富田隆浩，赤井卓也，黒田 敏．左前頭葉悪性神経膠腫の一例．第 33 回白馬脳神経外科セミナー；2017 
Feb 9-11；越後湯沢． 
4)  堀恵美子，堀 聡，岡本宗司，梅村公子，柴田 孝，久保道也，堀江幸男，黒田 敏．Temporary clip にて解離を起
こした未破裂中大脳動脈瘤の 1 例．第 33 回白馬脳神経外科セミナー；2017 Feb 9-11；越後湯沢． 
5)  桑山直也．「特別講演」脳血管内治療の update 1.ONYX 2.PIPELINE．第 5 回 TOM ぶり街道カンファランス；2017 Feb 
25；富山． 
6)  赤井卓也．CSF の alternative pathway．第 5 回 TOM ぶり街道カンファランス；2017 Feb 25；富山． 
7)  富田隆浩，赤井卓也，髙 正圭，瀬川莉恵子，柏﨑大奈，秋岡直樹，永井正一，桑山直也，黒田 敏．再発悪性脳
腫瘍に対するオンコサーミア．第 5 回 TOM ぶり街道カンファランス；2017 Feb 25；富山． 
8)  髙 正圭，富田隆浩，赤井卓也，黒田 敏．悪性リンパ腫の生物学的特徴と予後．第 5 回 TOM ぶり街道カンファラ
ンス；2017 Feb 25；富山． 
9)  林 智秀．関節バイパス術の分子生物学．第 5 回 TOM ぶり街道カンファランス；2017 Feb 25；富山． 
10)  堀 聡，柏崎大奈，山本修輔，秋岡直樹，桑山直也，Czabanka M，Vajkoczy P，黒田 敏．人種間における angioarchitecture
の差異．第 5 回 TOM ぶり街道カンファランス；2017 Feb 25；富山． 
11)  秋岡直樹，柏崎大奈,  桑山直也,  黒田  敏．頚動脈狭窄症における vasa vasorum の臨床的意義．第 5 回 TOM ぶり
街道カンファランス；2017 Feb 25；富山． 
12)  秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．硬膜動静脈瘻 診断のポイント．桑山塾～Dural 道場～；2017 Mar 25；東京． 
13)  秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．硬膜動静脈瘻に対する血管内治療．富山大学 COE -Center of Excellence-；2017 Mar 28；
富山． 
14)  山本修輔，富田隆浩，永井正一，赤井卓也，黒田 敏．Glioblastoma with primitive neuronal component の一例．第 1
回劔 Neuropathology Seminar；2017 Mar 28；富山． 
15)  秋岡直樹．頭蓋頚椎移行部 dAVF の 1 例．第 2 回 Dural Shunt & Anatomy 道場 West；2017 May 27；名古屋． 
16)  丸山邦隆．「指定討論」左側脳室腫瘍の一例．第 54 回北陸脳腫瘍懇話会；2017 Jun 17；福井． 
17)  加茂徹大，富田隆浩，永井正一，黒田 敏，山本真守，中辻裕司，川口善治．経過中に大きな画像所見変化を認め
た頸髄髄内腫瘍の一例．第 54 回北陸脳腫瘍懇話会；2017 Jun 17；福井． 
18)  浜田さおり．「指定討論」脊髄腫瘍として発見され，右前頭葉腫瘍に対して生検を行った一例．第 54 回北陸脳腫瘍
懇話会；2017 Jun 17；福井． 
19)  黒田 敏．富山県の脳卒中医療を占う．平成 29 年度第 1 回富山脳卒中地域連携の会；2017 Jul 4；富山． 
20)  柏崎大奈，秋岡直樹，桑山直也，野口 京，黒田 敏．頚動脈プラークの不安定化は「全身の炎症」とよく相関し
ている－18F-FDG PET による研究．脳循環代謝サマーキャンプ 2017；2017 Jul 15；富山． 
21)  丸山邦隆．破裂内頚動脈背側動脈瘤の 1 例．第 19 回脳教カンファレンス；2017 Jul 22；山梨． 
22)  桑山直也．硬膜動静脈瘻の病態と治療．福岡大学講演会；2017 Jul 27；福岡． 
23)  柏﨑大奈．我々からみた頸動脈狭窄症．第 6 回富山脳神経外科夜話会；2017 Aug 10；富山． 
24)  秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．頭蓋内・眼窩内多発動静脈瘻の 1 小児例．第 7 回ホタルイカ・カンフ
ァランス；2017 Aug 19；富山． 
25)  柏﨑大奈．臨床・脳血管障害．第 33 回ブレイン・ファンクション・イメージング・カンファレンス；2017 Sep 23；
神戸． 
26)  桑山直也．脳血管内治療－最新 update－．宮崎 NeuroIntervention Conference；2017 Sep 29；宮崎． 
27)  内野晴登．バイパス術について．富山マイクロ手術道場；2017 Sep 30；富山． 
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28)  柏﨑大奈．クリッピング術について．富山マイクロ手術道場；2017 Sep 30；富山． 
29)  桑山直也．脳血管内治療よもやま話．長野脳神経血管内治療グループ 第 1 回脳神経血管内治療講演会；2017 Oct 9；
長野． 
30)  富田隆浩，赤井卓也，高 正圭，加茂徹大，永井正一，桑山直也，黒田 敏．再発悪性腫瘍に対するオンコサーミ
ア．第 2 回劔ニューロパソロジーセミナー；2017 Oct 17；富山． 
31)  林 智秀，高 正圭，富田隆浩，永井正一，柏崎大奈，黒田 敏．T-LAK cell originating protein kinase (TOPK)の発現
は悪性神経膠腫の予後と相関し，新たな治療標的となりうる．第 2 回劔ニューロパソロジーセミナー；2017 Oct 17；
富山． 
32)  秋岡直樹，桑山直也．LVIS Jr 併用コイル塞栓術フォローアップ結果．第 3 回 LVIS セミナー；2017 Nov 3；名古屋． 
33)  内野晴登，浜田さおり，桑山直也，黒田 敏．意識障害を繰り返した特発性髄液漏出症の 1 例．第 101 回富山県脳
神経外科医会；2017 Nov 8；富山． 
34)  秋岡直樹．硬膜動静脈瘻．第 33 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会 CEP；2017 Nov 23-25；東京． 
35)  富田隆浩，赤井卓也，髙 正圭，加茂徹大，山本修輔，柏﨑大奈，秋岡直樹，永井正一，桑山直也，黒田 敏．再
発悪性腫瘍に対するオンコサーミア．富山県脳腫瘍治療カンファレンス；2017 Dec 5；富山． 
36)  永井正一，富田隆浩，赤井卓也，黒田 敏．初発膠芽腫に対するアバスチンを加えたテモダール併用放射線療法．
富山県脳腫瘍治療カンファレンス；2017 Dec 5；富山． 
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